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発行人 : 早 坂  竜 太93古工建友会事務局  〒���������宮城県大崎市古川北稲葉�������  古工建友倶楽部内
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■賛助会員　・原建築設計事務所 0229-23-0607  　・㈱髙勝リフォーム 0229-27-1051  　 ・㈱愛建工業 0225-92-6711  　・菊池 和子 様   
　　　　　　・㈱大崎防災 0229-72-2828     ・門脇建設㈲ 0229-26-4417 　・古川ガス㈱ 0229-23-1100  　・㈱泉商店 0229-26-3100 　 　
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■賛助会員 ・㈱金原土建0229-22-1665　　  ・孝設計0229-24-1003  　　　       ・ ㈱後藤鐵工0220-22-3768　　　　・㈱浦島 アインパルラ浦島0229-24-8833  
　　  　　　 ・㈲仙北シロアリ022-359-4158  　  ・新日本商事㈱ 0229-34-2242　  ・㈲太子堂造園 0229-22-5005　  ・㈱新東工業 東北営業所 022-290-9306



特別寄稿特別寄稿
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■賛助会員 ・菅原政隆建築設計事務所0229-83-2309　　・鈴木文男様　　・㈲白鳥設計0228-23-5782　　・㈱木材スーパーエンドー0229-34-2988　
　　  　　　  ・タイコー㈱ 0229-22-6911　  ・㈱センソク022-294-0601 　 ・㈱仙北建設 0229-23-7722　  ・㈲サトー商会 0229-23-6055

　今から半世紀ほど前、ほとんどの大きな農家の庭先には板倉が建っていました。宮城県北部の板倉は、柱を密に配置し、二重
の屋根（置屋根）にするのが特徴です。土蔵よりも早く安く建設することができるので、農家から穀物の貯蔵のために重宝されまし
た。また、近所であれば曳家、遠くへは解体して移築することもできました。その後、農業技術の革新によりこの板倉は無用の長物
となり、特に2011年東日本大震災後、各地で無残な状態で放置されているのを目にするようになりました。今、失われようとして
いるこの板倉他の古建築について、私がかかわる石巻地方でどのような活用がなされているのかを報告します。

　ここ１0年の間に膨大な数の板倉・土蔵が消滅し、その中で技術と意匠が優れた一関市花泉の三連蔵（写真１）や、田園風景
と一体化した登米市米山の双子板倉（写真2）は、多くの方々から解体を惜しむ声が寄せられました。北上川下流域の旧桃生町の
鈴木家にも、七間倉と言われる立派なものがありました。老朽化が進み、持ち主は解体撤去を思案していたところ、有限会社熊谷
産業がもらい受けることになりました。北上川（追波川）河口には広大な茅場が存在し、また近くに雄勝スレートが産出されること
から、地元の熊谷産業はこれら材料を用いた日本有数の屋根工事業者です。この熊谷社長からこの七間倉を含む歴史的建築
を、震災後の文化観光開発事業に役立てられないかと相談を受けました。風光明媚な北上川河口を展望できる施設がないこと
から、鈴木家の七間倉と佐々木家の四間倉をそのための施設として活用することにし、地元の建築家の故渋谷修治さんに実施設
計を、宮大工の鶴谷忍さんに移築工事をお願いしました。完成後は、北上川下流の典型的板倉として国登録文化財の認定を受
けるべく、補強材は外観から隠し、できるかぎり元の材料を使うことにしました（写真３）。

 

　現在、北上川河口の文化観光開発事業は対岸の長面浦にも広がり、尾崎地区の神山家主屋の修理工事と、石巻市大街道浄水
場管理棟建物の移築工事が進行中です。浄水場管理等は腰折れ屋根（ギャンブレル屋根）の可愛い建物で、20年近く前に浄水
場管理が無人化されたため、事務棟は使われなくなりました（写真4）。100年近く前に建てられたもので、所有する水道企業団は
維持管理に毎年多額の費用が掛かることから、解体撤去を前提として石巻市を通して私の所に文化財的価値の評価と活用の相
談がありました。この木造建物は宮城県下では大変珍しいもので、東京の向ヶ丘遊園駅の建物と同じ意匠です。これも無理を承
知で熊谷産業に活用をお願いしてみたら、長面浦の水産復興関連施設として活用されることになりました。すでに七間倉と五間
倉からなる北上川テラス（北上町月浜）は営業していますので、どうぞ皆様、足を運んでみてください。また、皆様のご近所にも放
置された板倉があると思いますので、カフェやアトリエとしての活用を試してみてください。

石巻市における歴史的建築の活用 泉  田  英  雄  （25回）  〔建築史・技術史家〕

写真１　一関市花泉町某家の三連蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　写真２　登米市米山町某家の双子板倉

写真３  七間倉。展望カフェとして用いるため、旧下屋にはガラスを入れました。　    写真4   旧大街道浄水場事務所。解体が済み、長面浦での組立て工事が進行中



Anniversary-［1924-2024］
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■賛助会員 ・㈱ダイマル 0229-22-1221　  ・㈱チバミン 0229-22-0291 　  ・鶴秀工務店㈱  0229-63-5656　・㈲ヒロプランニング 0229-22-4737 
　　  　　　 ・㈱日本トワエイ 0229-39-1955   ・ハック印刷 0229-23-8900   ・ONO一級建築士事務所 0229-23-3688   ・㈱東北建築センター 022-772-7880
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■賛助会員 ・㈱プロウイング 03-3254-7711　 ・㈱檜工務店 0229-91-8155　 ・㈱富士電工 0229-22-2648 　・en architects 022-215-3564
　　  　　　 ・㈱藤山工務店 0229-39-1234    ・㈱古川土地 0229-23-8484　・丸か建設㈱ 0229-63-2101    ・㈱三塚内装 0229-24-0550　・㈱東北イノアック 050-3145-5836



(令和５年７月以降判明分)

※個人情報保護のため、個人の住居を簡略
表示とし、電話番号も掲載いたしません。

　　　　　　　　　　☆　　　　　

賛　助　会　員

◆㈲白鳥設計様
　　(就任) 代表取締役に白鳥太己氏。
　　　白鳥　淳(22回)氏は顧問に。
◆㈱ウエスト工房様
　　(本社住所変更)
　　　仙台市宮城野区扇町1-5-7
◆㈲三信建設様
   (引退)代表取締役 黒須 武雄(14回)氏

　　　　旧1　～　７５回　〈敬称略〉

◆1021柴田 重男　㈱アベケン
◆1504伊藤 文雄　茨城県牛久市に移住
◆2624小山 光男　戸田建設㈱定年退職
◆2707遠藤 徳市　㈱太田組
◆3115佐々木 徹　大成建設㈱参与
◆5914石橋 裕理　㈱ＫＴ建設
◆7006大場 東貴　白石市役所建設課

　　　　　　古工建友会事業記録
〈令和5年7月～〉

■第18回OB・OG及び在校生スポーツ
　交流会
【７月８日　於：三本木パークゴルフ場
　　　　　　　　　　　参加者43名】

　前回は記録的大雨で中止となったス
ポーツ交流会。なかなか機会の少ない
「パークゴルフ」。クラブを握るのが初め
ての方も当然多く、その割には皆さんす
ぐにコツをつかんで楽しくコースを回っ
ているようでした。　成績は、次の通り。

[在校3年男子の部]　
　　１位　日野　駿斗
　　２位　栗田　広夢
　　３位　井澤　　翼
[在校3年女子の部]　
　　１位　今野　未悠
　　２位　遠藤　　桜　
　　３位　髙島　菜々
[OB・OGの部]　　 
　　１位　猪股　昭一(29回)
　　２位　藤山　吉彦(30回)
　　３位　小坂井康弘（45回)
　　（事業部長　小坂井　康弘・45回）

■建築科3年生古工建友倶楽部訪問
【８月３１日・４２名】
　猛暑の中、76回生となる36名が訪問
してくれました。早坂会長と宮澤館長より 
「社会に出たらきっと先輩たちが助けて
くれますよ。」「我々はいつも後輩の役に
立ちたいと思っているので、いつでも相
談して下さい。」　「各支部総会等には、
ぜひ参加して交流を深めてください。」　
両先輩よりあたたかいメッセージが届け
られました。

■就職模擬面接
【９月６・７・８日　於：古工建友倶楽部
　　　３年生２６名・面接官延１６名】 
　今年は就職希望者が２６名と多く嬉
しく感じました。生徒の皆さんは緊張の
中、しっかり受け答えなども出来ており
頼もしく思いました。
〈面接官〉宮澤忠一(21回)、猪股昭一(29
回)、木村哲夫(29回)、藤山吉彦(30回)、
門脇二郎(37回)、鎌田孝志(39回)小林
弦(41回)、佐藤優(42回)、三塚猛(42回)、
小坂井康弘(45回)、紺野道子(46)、佐藤
敬太(48回)、高橋俊大(58回)
　　（事業部長　小坂井　康弘・45回）
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■賛助会員 ・㈱村田工務所 0229-24-1500 　　  ・㈲鎌田板金工業0229-32-2901  　　  ・ＹＫＫAP㈱ビル東北支社南東北支店 022-263-4122
　　  　　　 ・豊和建設㈱ 0225-93-7553    ・菱中建設㈱石巻支店 0225-22-5145     ・武部防水工業所 022-258-6586     ・佐藤工業㈱東北支店  022-265-1670
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■賛助会員 ・阿部建設㈱ 022-223-8115  　　   ・㈱ウェスト工房 022-235-7031   　　    ・巧成建設㈱ 022-373-9002　　 ・福田リニューアル㈱ 03-5212-3033
　　  　　　 ・麺屋いぶき 090-1067-3901 　　　　　　 ・㈱ピーエス技研 042-549-1957　　　　　 ・大崎エコクリエイション㈱ 0229-25-4122

　NPGA杯第13回全日本パークゴルフ大会が
10月7日・8日の二日間.東松島市「矢本海浜緑地パーク

ゴルフ場」で開催されました。チャンピオンシップ大会個人の部（男子）全国各地より
140名が集結。見事3位に入賞.すごく嬉しかったです。運気の良かった2023年．14会
場102回の大会に参加し273日間のプレー。優勝4回他.上位入賞多くあり．最高の
年でした。ホールインワン貯金も42.000円（84回）。
　2024年はさらに運気の良い年になります。健康に留意し、いい成績残すゾー

 宮澤　忠一
 （古工建友倶楽部館長・21回生）

新規賛助会員のご紹介

㈱東北建築センター
　 代表取締役　佐藤　孝也　様

〒981-3133 仙台市泉区泉中央三丁目2番3号ルーセント 21　２階

TEL 022-772-7880　　FAX 022-772-7881
<紹介者　会長 早坂竜太>

雑記
89ざっ

きぱ
ーく

■第71回運営委員会
【令和5年11月30日（木）
　　　　　於：スギヤマ　出席者13名】
　各部長よりコロナ明けの充実した活動
内容の報告があり、R６年度の初めに開
催される本部役員会と総会の日程など
も話合われた。

■建築科・建友倶楽部交流会
【令和5年11月30日（木）
　　　　　於：スギヤマ　出席者21名】
　運営委員会+建築科・建友倶楽部交流
会は、コロナ禍以降久しぶりの開催。運
営委員会終了後には、建築科の先生方
にも参加いただき「建築科・建友倶楽部
交流会」が復活！美味しい料理とお酒に
舌鼓。  普段あまり知ることのない近況報
告に盛り上がり・・・互いを知る良い時間
となりました。年末の忙しい中、ご参加い
ただいた皆様ありがとうございました！



93

遠藤   秀春

令和６年 (2024) 年２月1日  発行

早坂  竜太 （37回）
猪股  昭一 （29回）

古工建友会 「本部役員会」 と 「総会」 のご案内
　　　　　　　　　　

古工建友会会長　早坂　竜太

下記の内容で「総会」を開催致しますのでご案内を申し上げます。
尚、一般会員の皆様は総会のみの参加となります。

　日　時  ：  令和 令和 6 年 ４ 月 27 日 (土) １５時～ 「本部役員会」
　　　　　　　　　同　　　上　　　　　　１６時～ 「総　　　会」

　場　所  ：  古工建友倶楽部　℡ 0229 － 24 － 3711
　　　　　　　　　大崎市古川北稲葉3－13－21

　※会場準備の関係上、出席される方は建友倶楽部までご連絡ください。

令和５・   令和６年度

　例年になく穏やかな気候の年末年始。地球
温暖化も気になる所ですが、大晦日なんて春
みたい。買い物にも元朝参りにも控え目な寒

さはありがたいものです。そんな平和な日常からまさか年始に地震と
は。令和6年能登半島地震で被害にあわれた皆さまに心よりお見舞いを
申し上げますと共に一日も早い復興を願います。復興復旧には長い年
月が必要な事を私たちが誰よりも知っています。何かの形でお手伝いす
ることが出来れば。 （部長4541）

平成２６年度より、
７０才以上の先輩会員の皆様は
年会費 ２,０００円 が免除と

なっております。

令和6年度から該当するのは
２5回生の皆様です。

同封の振込用紙には会費納入
金額の記載はございませんが、
可能な範囲で「維持カンパ」への
ご協力をお願いしております。
これまで同様、後輩たちの奮闘と

建友会の運営を
温かく見守りくださいますよう、

お願い申し上げます。

　　 　以上の会員の皆さまへ７０才

■賛助会員　
　　㈱村田工務所取締役会長
　　村田 恭一(0348)さん
　　　　(令和5年8月13日死去)

■0310及川　博さん
　　　　(令和5年1月18日死去)
■0341高橋 健吉 (死去)
■0635高橋  忠雄さん
　　　　(令和5年3月5日死去)
■1742門田　純一さん
　　　　(令和5年9月10日死去)

■2942渡辺 旭博さん
　　　　(令和5年11月27日死去)
■3017斎藤 清克さん
　　　　(令和2年9月25日死去)
■3210菊地 卓昭さん
　　　　(令和5年7月死去)
■3327瀬戸 範善さん
　　　　(令和5年8月19日死去)
■6406伊藤 吉泰さん
　　　　(令和5年12月7日死去)

謹　　弔 ＜令和５年７月以降判明＞
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■賛助会員 ・フルテック㈱古川営業所 0229-24-2718　　 ・日建学院仙台校 022-267-5001 　　・三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱  045-227-1286
　　  　　　 ・㈲三信建設 0424-93-1398 　 ・㈲イエミツ 03-3767-7199  ・㈲クラフト 03-3223-1370   ・㈱美装社 0229-23-7752  　 ・ワタヒョウ㈱ 022-232-4281


